
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
八
巻
第
二
号

平
成
十
二
年
三
月

一
七

一

『歎
異
抄
』
第
三
章

に
つ
い
て

―悪
人
正
機
説

の
始
祖
の
問
題
に
関
連
し
て
―

紅

楳

英

顕

は

じ
め
に

近
年
、
悪
人
正
機
説

の
始
祖

の
問
題
に

つ
い
て
の
論
議
が
な
さ
れ
て

い
る
。

こ
れ
は
悪
人
正
機
説
と
い
え
ぼ
親
鸞

の
教
説

で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
当
然

の
こ
と
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
最
近
梶
村

昇
氏
が
悪
人
正
機
説
の
始
祖
は
親
鸞
で
は
な
く
、
法
然
で
あ
る
と
主
張

さ
れ
、
御
著
二
部

(『悪
人
正
機
説
』
〈大
東
名
著
選
、

一
九
九
二
年
二
月
〉、

『法
然
の
言
葉
だ
っ
た

「善
人
な
お
も
て
往
生
を
と
ぐ
い
は
ん
や
悪
人
を
や
」』

〈大
東
出
版
社
、

一
九
九
九
年
三
月
〉)
を
出
版
さ
れ
た
。
勿
論
氏
の
御
高

見
に
敬
意
を
表
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
大
変
重
要
な
問
題
で
あ
り
、

論
議
の
必
要
な
こ
と
と
考
え
、
以
下
私
見
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

一
、
善
人
尚
以
往
生
況
悪
人
乎
事
口
伝
有
之

大
正

の
初
期

(五
、
六
年
か
と
い
わ
れ
る
)
、
京
都

の
醍
醐
三
宝
院
で

『法
然
上
人
伝
記
』
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
が

『醍
醐
本
法
然
上
人
伝

記
」
で
あ
る
。
こ
の
中
に
前
掲

の

「善
人
尚
以
往
生
況
悪
人
乎
事
口
伝

有
之
」

の
文
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
文

は

『歎
異
抄
』
第
三
章
冒

頭

の
親
鸞

の
言
葉
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「善
人
な
を
も
て
往
生
を
と
ぐ
、

い
は
ん
や
悪
人
を
や
」
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
り
、
全
く
同
意
と
考
え
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
悪
人
正
機

は
、
親
鸞

の
教
説
と
考
え

ら
れ
て
い
た
が
、
実
は
法
然

の
教
説
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

議
論
が
そ
の
時
沸
騰
し
て
も
よ
か
っ
た
は
ず

で
あ
る
が
、
そ
う
は
な
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
当
時
の
浄
土
宗

(鎮
西
派
)

の
教
学

の

重
鎮
望
月
信
亨
氏
が
、
『醍
醐
本
法
然
上
人
伝
記
』
三
、
三
心
料
簡
お

よ
び
御
法
語
、
の
最
後
の
条
で
あ
る

「善
人
尚
以
往
生
況
悪
人
乎
事
口

伝
有
之
」
に
つ
い
て

こ
の
文
は
最
後
の
第
二
十
七
条
に
あ
り
。
思
ふ
に
編
者
の
加
筆
な
る
が
如
し
。

ま
た

「善
人
尚
以
往
生
況
悪
人
乎
」
の
語
は
、
『
和
語
灯
録
』
等
に
か
っ
て
載

せ
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
(「醍
醐
本
法
然
上
人
伝
記
に
就
て
」
仏
書
研
究
第
三

　
ユ

　

十
七

、
第
三
十
八
、
大
正
七
年
一
・
二
月
)

と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
『醍
醐
本
法
然
上
人
伝
記
』
が
発
見
さ
れ
て
す

ぐ
に

「編
者

の
加
筆
な
る
が
如
し
」
と
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
た
望
月
氏
の
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『歎
異
抄
』
第
三
章

に

つ
い
て

(紅

楳
)

一
七
二

言
葉

の
影
響
は
当
時
決
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

戦
後
直
ち
に
刊
行
さ
れ
た
家
永
三
郎
氏

の
『中
世
仏
教
思
想
史
研
究
』

(昭
和
二
二
年
)
所
収
の

「親
鸞
の
宗
教
の
成
立
に
関
す
る
思
想
史
的
考

察
」
は
悪
人
正
機
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
、
『醍
醐
本
』
に

つ
い
て
も

と
り
あ
げ
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
望
月
説
を
う
け

法
然

は
い
は
ば
こ
の
常
識
化
し
た
善
正
悪
傍
の
立
場
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ

り
、
こ
れ
を
逆
倒
し
て
悪
正
善
傍
の
立
場
に
勇
敢
に
突
き
進
ん
だ
処
に
親
鸞

の
独
自
の
展
開
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
様
に
し

て
親
鸞
の
悪
人
正
機
説
を
法
然
よ
り
の
継
受
と
見
な
す
こ
と
は
一
ま
ず
不
可

能
と
な
っ
た
。
　　
　

と

述

べ
て
い
る
。
梶
村
氏
は
望
月
氏
、
家
永
氏

の
意
見
を
批
判
し
て

『醍
醐

本
法
然
上
人
伝
記
』
の

「善
人
尚
以
往
生
況
悪
人
乎
」
の
文
は

第

一
級

の
資
料
と
し
て
の
価
値
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
従
来

親
鸞

の
言
葉
と
考
え
ら
れ
て
い
た

『歎
異
抄
』
第
三
章
冒
頭
の

「善
人

な
を
も

て
往
生
を
と
ぐ
、
い
は
ん
や
悪
人
を
や
」
の
言
葉
は
親
鸞
が

い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
法
然
が
い
っ
た
言
葉
で
あ
る
か
ら
、
悪
人
正
　ヨ
　

機

説

の
始
祖

は

親
鸞

で

は

な

く
、
法

然

で
あ

る

と
主

張

す

る

の

で
あ

る
。

「善

人

尚

以

往

生

況

悪

人

乎

」

の
文

に

つ

い
て

は
、

覚

如

の

『
口
伝

鈔

』

十

九

に
も

如
来

の
本
願

は
、
も
と
凡
夫

の
た
め

に
し

て
聖
人

の
た
め
に
あ
ら
ざ

る
こ
と
。

本
願
寺

の
聖
人
、
黒

谷

の
先

徳
よ
り
御
相
承

と

て
如
信
上
人

お
ほ
せ
ら
れ

て

い
は
く
、
世

の
ひ
と

つ
ね
に
お
も

へ
ら
く
、
悪

人
な
を
も

て
往
生
す
、

い
は

む
や
善
人
を

や
と
。

こ
の
こ
と
と
を
く

は
彌

陀

の
本
願

に
そ
む
き
、
ち
か
く

は
釈
尊
出
世

の
金
言
に
違
せ
り
。
そ

の
ゆ

へ
は
、

五
劫

思
惟

の
励
労
、
六
度

万
行

の
堪
忍
、

し
か
し
な
が
ら
凡
夫
出

要

の
た

め
な
り
。
ま
た
く
聖
人

の
た

め
に
あ

ら
ず

。
し
か
れ
ば
凡
夫

、
本
願

に
乗
じ

て
報

土
に
往
生
す

べ
き
正
機

な
り
。

(中

略
)

し
か
れ
ば
善
人
な
を
も

て
往
生
す
、
い
か
に
い
は
む
や
悪
人

を
や
と

い
ふ
べ
し
と

お
ほ
せ
ご
と
あ
り
き
。

(真
聖
全
三

の
三

一
)

と

「善

人

尚

以

往

生

況
悪

人
乎

」

の
文

の
意

が
法

然

よ

り
親

鸞

に
伝

え

ら

れ
た

と

述

べ

ら

れ

て

お
り

、
ま

た
近

年

(平
成
元
年

九
月
)
に

浄

土
宗

西

山

深

草

派

の
寺

院

よ

り

『輪

円
草

』

(
一
三
八
六
年

六
月
作
)

と

い
う

書

物

が
発

見

さ

れ
、

そ

こ

に

一
切
善
悪

凡
夫
乃
至
為
増
上
縁

也
文
十
悪
之
与

五
逆
乃
至
回
心
皆
往

・
私
云

善
人
尚
生
況
悪
人
乎
六
八
誓
願
如
船

筏

　
　
　

と
い
う
文
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に

「私
云
善
人
尚
生
況
悪
人
乎
」
と
あ
る

よ
う
に
、
浄
土
宗
西
山
派
に
も

「善
人
尚
以
往
生
況
悪
人
乎
」
の
文

の

意
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

『醍
醐
本
法
然
上
人
伝
記
』

の

「善
人
尚
以
往
生
況
悪

人
乎
」
の
文
は
発
見
後
す
ぐ
に
出
さ
れ
た
望
月
信
亨
氏
の

「思
ふ
に
編

者
の
加
筆
な
る
が
如
し
」
の
強

い
影
響
等
に
よ
り
法
然
の
言
葉
で
は
な

い
よ
う
に
扱
わ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
は
法
然

の
言
葉
で
あ
っ
た
と
考
え

る
の
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
れ
が
法

然

の
言
葉

で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
悪
人
正
機
説
の
始
祖
を
法
然
と
す

る
こ
と
が
出
来

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
考
察
を
す
す
め
る
こ
と
に
す

る
。
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一
七
三

二
、
悪
人
正
機機
説

の
起
源

家

永

三
郎

氏

の
主

張

に

勿
論
悪

人
救
済

は
本
来

浄
土
信
仰

の
内

に
最
初

か
ら
内
在

す

る
要
素

と
し

て

三
国
浄

土
教
を

一
貫
し

て
い
る
の
で
あ
り
、
早
く
新
羅

の
元
暁

の
遊

心
安
楽

道

に
す
ら
、
「故
知
、
'
浄
土
宗
意
本
為
凡
夫
兼
為
聖
人
。

:
:
浄
土
奥
意
本
為

凡
夫
非
為

菩
薩
也

」
と
云
う
説
が
見
え
る
ほ
ど

で
あ

る
か
ら
悪
人
正
機
説

の

創
唱

を
何
時
何
人

が
と
精
密

に
限
定
し
よ
う
と
す

る
こ
と
は
あ
ま

り
意
味

の

　
　
　

な

い
追
究

か
も
し

れ
な

い
。

と

あ

る

よ

う

に
、

一
部

『
選

択

集

』

引

用

の
元

暁

(六

一
七
―
六

八

　　
　

六
)

の

『遊
心
安
楽
道
』

の
文
に
よ
り
悪
人
救
済
の
思
想
は
本
来
浄
土

教
に
存

す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
迦
才

(初
唐
代
)
の

『浄

土
論
』

に
は

「浄
土
の
興
意
は
、
本
凡
夫
の
為
に
し
て
、
菩
薩

の
為

に

あ
ら
ざ

る
也
」
(浄
全
六
の
六
四
三
)、
善
導

(六

=
二
ー
六
八

一
)
の
、「玄

義
分
」

に
は

「定
ん
で
凡
夫
の
為
に
し
て
聖
人
の
為
に
せ
ざ

る
を
来
し

証
す
」

(真
聖
全

一
の
四
四
八
)
と
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味

で
は
悪

人
正
機
説

の
始
祖
が
誰
で
あ
る
か
を
決
め
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
も

あ
り
、
ま
た
意
味
の
な

い
こ
と
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
悪
人
救
済
の

思
想

の
内
容

は
浄
土
教

の
展
開
と
と
も
に
進
展
し
た
の
で
あ
る
。
上
述

の
よ
う
に
、
悪
人
救
済

の
思
想
は
浄
土
教
に
お
い
て
古
く
か
ら
あ
っ
た

も
の
で
あ
る
が
、

「悪
人
正
機
」

の
語
は
、
浄
土
教
を
大
き
く
展
開
さ

せ
、
悪
人
救
助

の
思
想
も
深
め
た
法
然
忙
も
親
鸞
に
も
み
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
り
、
浄
土
教

の
展
開
状
況
か
ら
推
測
し
て
そ
れ
以
前
に
あ

っ
た

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
も
し
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
法
然

や
親
鸞
の
思
想
と
は
相
当
意
味
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

法
然

・
親
鸞
以
後
も
、
浄
土
真
宗
お
よ
び
浄
土
宗
鎮
西

・
西
山
各
派

　ヱ

に
お
い
て
悪
人
救
済

の
思
想
は
強
調
さ
れ
、
鎮
西
派
智
演

(
一
二
九
〇

―
一
三
七

一
)

の

『夢
中
松
風
論
』
に
は

「悪

人
を
正
機
と
し
て
、
善

人
を
ば
傍
機
と
定
む
」
(続
浄
土
宗
全
書
九
の
三
〇
五
)
と
い
う
言
葉
も
み

ら
れ
る
が
、
「悪
人
正
機機
」
と
い
う
四
字
熟
語

が
あ
ら
わ
れ
る
の
は
江

戸
時
代
の

『歎
異
抄
』
第
三
章
の
解
説
に
お

い
て
で
あ
る
。

『歎
異
抄
』
の
注
釈
書
と
し
て
寛
文
二
年

(
一
六
六
二
)
後
間
も
な
く

刊
行
さ
れ
た
円
智

(―

一
六
七
〇
)

の

『歎
異
抄
私
記
』
に
は
、
第
三

章
の
解
説
に

悪
人
本
願
の
正
機
た
る
義
を
結
す
る

(二
八
丁
)。

弥
陀
の
本
願
善
悪
を
接
す
る
こ
と
勿
論
な
り
。
し
か
り
と
い
え
ど
も
、
大
悲

本
願
の
お
こ
り
は
鈍
根
重
障
の
衆
生
を
救
は
ん
た
め
の
願
な
る
が
ゆ
へ
に
、悪

人
を
も
て
願
の
正
機
と
い
ふ
な
り

(四
四
丁
)。

と
あ
る
。
こ
こ
に
は

「悪
人
本
願

の
正
機
」
、

「悪
人
を
も
て
本
願
の
正

機
と
す
」
と
悪
人
正
機

の
意
を
顕
わ
す
語
は
あ
る
が
、
四
字
熟
語
と
し

て
の

「悪
人
正
機機
」

の
語
は
未
だ
見
い
だ
せ
な
い
。
『歎
異
抄
』

の
注

釈
書
に
お
い
て
は
っ
き
り
四
字
熟
語
と
し
て
の

「悪
人
正
機
」
の
語
が

出
て
く
る
の
は
、
少
し
時
代

の
下
が
る
深
励

(
一
七
四
九
―
一
八

一
七
)
・

　　
　

了
祥

(
一
七
八
八
―

一
八
四
二
)
の
著
書
に
お
い
て
で
あ
る
。
深
励
の
最
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)

一
七
四

初
の
講
義
録
と
考
え
ら
れ
る

・『歎
異
抄
講
林
記
』
に
は
諸
処
に

「悪
人

正
機
」

の
語
が
見
い
だ
せ
る
が
、
第
三
章
の
解
説
に

彌
陀
ノ
本
願
ニ
ハ
罪
悪
深
重
煩
悩
熾
盛
ノ
衆
生
ヲ
タ
ス
ケ
ン
ガ
タ
メ
ノ
願
ニ

テ
マ
シ
マ
ス
ト
ア
ル
処
ヲ
成
立
ス
ル
第
三
章
ナ
リ
。
是
ノ
如
ク
拝
見
ス
ル
ト

キ
ハ
一
章

一
章
離
レ
離
レ
ニ
ハ
見
エ
ズ
。
後
ノ
九
章
ハ
ミ
ナ
第
一
章
ヲ
成
立

ス
ル
ト
ミ
エ
タ
リ
。
中
二
於
テ
此
章
ハ
彌
陀
ノ
本
願
ハ
悪
人
正
機
ト
イ
フ
コ

ト
ヲ
述
ブ
ル

(真
宗
大
系
一.一四
の
一
)

と
あ
る
よ
う
に

「此
章

ハ
彌
陀
ノ
本
願

ハ
悪
人
正
機
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
述

ブ
ル
」
と
第
三
章
が

「悪
人
正
機
」
を
述
べ
る
章

で
あ
る
こ
と
を
四
字

熟
語
で
は
っ
き
り
述
べ
で
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
了
祥

の
晩
年
の
講
義

録

で
あ
る

『歎
異
抄
聞
記
』
に
は
前
掲

の
深
励
の
書
と
同
様
に
諸
処
に

四
字
熟
語
と
し
て
の

「悪
人
正
機
」
の
語
が
見
ら
れ
、
第
三
章
に
つ
い

て
は
、
解
題
の
科
文
に
、
第
三
章

(悪
人
正
機
章
)
(続
真
宗
大
系
二
一
の

五
)
と
あ
り
、
本
文
中
に
も
第
三
章
の
解
説
に
あ
た
り
、
第
三
、
悪
人

正
機
章

、(同
九
〇
)
と
あ
り
第
三
章
を
悪
人
正
機
章
と
名
づ
け
、

こ
れ

も
深
励
と
同
様
に
悪
人
正
機機
を
教
示
す
る
章
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
遅
く
と
も
深
励

・
了
祥
の
時
代

に
四
字
熟
語
と
し
て
の

「悪
人
正
機
」
と
い
う
言
葉
が
成
立
し
、
ま
た
悪
人
正
機
説
と
い
え
ば

『歎
異
抄
』
第
三
章
の
教
説
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
定
着
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
現
代
忙
お
い
て
も
、

一
般
的
に
悪
人
正
機機
説
と
い
え
ぼ

　　
　

『歎
異
抄
』
第
三
章
の
思
想
と
考
え
ら
れ
て
い
る
は
こ
の
故
で
あ
り
、
悪

人
正
機
説
の
起
源
は
ど
こ
か
と
す
れ
ぼ

『歎
異
抄
』
第
三
章
と
考
え
る

べ
き

で
あ

ろ
う

。

三
、
『
歎
異
抄
』

に
お
け
る
異
義

『
歎

異

抄

』

の
著

者

を

河

和

田

唯

円

と

定

め

た

こ

と

と
共

に
並

び

称

さ

れ

る
了

祥

の
功

業

は

『
歎

異
抄

』

に

お

け

る
異

義

に

つ
い

て

誓
名
別
信

と
、
専
修
賢
善

で
、
異
義

の
体
は
き
ま
る
コ

(中
略
)
第

一
、
第

二

章

は
誓
名
別
信

の
誠

め
、
第

三
、
第
四
章

は
専
修
賢
善

の
誠

め
、

後

の
四
章

は
二
執

の
中

、
ま
ぜ

こ
ぜ

に
し
て
出

し
た
も

の
。

(『歎
異
鈔
聞
記

』
、
続
真
宗

大
系
二

一
の
二
二
)
。

と

述

べ

て

い

る

よ
う

に
、

誓

名

別

信

計

と

、
専

修

賢

善

計

の

二

つ
に
整

理

さ

れ

る

こ
と

を

論

じ

た

こ
と

で

あ

る
。
(誓
名
別
信

計
に

つ
い
て
は
疑
問

が
あ
る
が

こ
こ
で
は

ふ
れ
な
(10
)
レ
)
。

こ

こ

に
了
祥

も
述

べ

て

い
る

が

、
第

三

章

は
専

修

賢

善

計

に
対

す

る
誠

め

と

し

て
出

さ
れ

て

い

る
も

の

と
思

わ

れ

る
。

こ
れ

も

了

祥

の
功

業

の

一
で
あ

る

が
、

『
歎

異

抄

』

作

成

の
動

機

は

　け
　

善
鸞

事
件

と

の
関

わ

り

も

大

き

い
と
思

う

。

善

鸞

の
異

義

に

つ
い

て

了
祥

は

信
行
不
離
、
他
力

の
中

の
他
力
、
信
行

一
念
等
、
皆

こ
の
誓
願
家

の
御
誠

め
。

口
称

を
ぎ
ら

ひ
こ
く

る
で
念
仏

は

一
重

の
他
力
、

そ
の
奥

に
又
誓

願
真
如

を

信
ず

る
他

力
あ
り
と

し
た
も

の
。
ど
う

し
て
も
念
仏

が
き
ら
ひ
じ
ゃ

で
、

信

心

と
念
仏

と
を
引
き

わ
け

る
で
、
信
行
不
離

の
御
誠

め
が
出
る
。
皆
是

れ
祖

師

の
御
在
世

よ
り
旧

く
あ

る
邪
義
。

即
ち
善
鸞

上
人
な
ど
、
先
づ

こ

の
異
義
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『
歎
異
抄
』
・
第
三
章
に

つ
い
て

(紅

楳
)

一
七
五

の
方
に
み
え
る
コ
(『歎
異
鈔
聞
記
』、
続
真
宗
大
系
二
一
の
一三
二
)。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
善
鸞
の
異
義
を
誓
名
別
信
計
と
み
る
。
こ
の
説

は
現
代

で
も
有
力
で
あ
る
が
、
私
は
善
鸞
が
念
仏
者
を
造
悪
者
で
あ
る

と

い
っ
て
役
人
に
訴
え
た
り
、
義
絶
さ
れ
た
後
も
念
仏
を
す
て
な
か
っ

た
よ
う

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
親
鸞
が
善
鸞
義
絶
後

の
著
述
で
あ
る

『浄

土
三
経
往
生
文
類

(広
本
)』
や

『正
像
末
和
讃
』
誠
疑
讃
に
お
い
て
、

従
来
よ
り
さ
ら
に
き
び
し
く
自
力
念
仏
を
否
定
し
排
し
て
い
る
と
こ
ろ
　
ヨ

か

ら
善

鸞

の
異
義

は
専

修

賢

善

計

で
あ

っ
た

も

の
と

考

え

る

の

で
あ

る
。

『
歎

異

抄

』
・の
む
す

び

に
唯

円

が

か
な

し
き
か
な

さ
い
は

い
に
念
仏

し
な
が
ら
、
直

ち
に
報
土
に
む
ま
れ
ず

し

て
辺
地

に
や
ど
を
と
ら
ん

こ
と
。

一
室

の
行
者

の
な
か

に
信
心

こ
と
な
る

こ

と

な
か
ら
ん
た
め
に
、
な
く

な
く
ふ

で
を
そ

め
て
こ
れ
を
し

る
す
。
な
づ
け

て

『
歎
異
抄
』
と

い
ふ
べ
し
。
外
見

あ
る
べ
か
ら
ず

。
(真
聖
全

二
の
七
九
三
)
。

上
述

べ

て

い

る

の

で
あ

る
が

、

唯

円

の
歎

異

の

一、番

の
ポ

イ
シ

ト

は
、

さ

い
わ

い
に
念

仏

し

な

が

ら

辺

地

(化

土

)

に
生

ま

れ

る
者

が

多

い
、

と

い
う

て
と

で

あ

っ
た

の

で
あ

る

。
自

力

念

仏

を
説

い
た
専

修

賢

善

計

の
善

鸞

一
派

が
正

に
唯

円

の
歎

異

の
対

象

で
あ

っ
た

可

能
性

は
十

分

考

え

ら

れ

る

こ
と

で
あ

る
。

四

、
第

三
章

の

「と
お

ほ
せ
さ
ふ
ら

ひ
き
」

に

つ
い
て

悪
人
正
機
説

の
起
源
を

『歎
異
抄
』
の
第
三
章
と
す
べ
き
こ
と
は
、

上
に
述

べ
た
ρ
第
三
章
は

善
人
な

を
も
て
往

生
を
と
ぐ

い
は
ん
や
悪
人

を
や
。

し
か

る
を
、
世

の
ひ
と

つ
ね

に
い
は
く
、
悪
人
な
を
往
生
す
、

い
か
に

い
は
ん
や
善
人
を

や
。

こ
の

條

一
旦
そ

の
い
は
れ
あ
る
に
に
た
れ
ど
も
、
本
願
他
力

の
意
趣

に
そ
む
け
り
。

そ

の
ゆ

へ
は
自

力
作
善

の
ひ
と

は
^

ひ
と

へ
に
他
力

を
た

の
む
こ

こ
ろ
か
け

た

る
あ

ひ
だ
、
.
彌
陀

の
本
願

に
あ
ら
ず
。

し
か
れ
ど
も
自
力

の
こ

こ
ろ
を
ひ

る
が
え

し
て
、
他
力
を
た

の
み
た

て
ま

つ
れ
ば

、
真
実
報
土

の
往

生
を
と
ぐ

る
な
り
。

煩
悩
具
足

の
わ
れ
ら

は
、

い
つ

れ

の
行

に

て
も
生
死

を
は
な
る
る

こ
と
あ

る
べ
か
ち

ざ

る
を
、
あ
は
れ
み
た
ま
ひ
て
願

を
お

こ
し
た
ま
ふ
本
意
、

悪
人
成
仏

の
た
め
な

れ
ば
、
他
力

を
た

の
み
た

て
ま

つ
る
悪
人
、

も
と
も
往

生

の
正
因

な
り
。

よ
て
善
人
だ

に
こ
そ
往
生

す
れ
、
ま

し
て
悪

人

は
と
お
ほ

せ
さ
ふ
ら

ひ
き
。

(真
聖
全

二

の
七
七
五
)
。

と

あ

る

も

の

で

あ

る
。

第

三

章

の
最

後

が

「
と

お

ほ

せ

さ

ふ

ら

ひ

き
」

と

な

っ

て

い
る

こ
と

に

つ

い
て
増

谷

文

雄

氏

は

こ
れ
ら

の
諸
段

は
、
古
来

か
ら
、
親
鸞

の
言
葉

を
そ
の

ま
ま
直

接
法

で
書

い

た
も

の
と
考

え
ら
れ

て
い
る
。
私
も
ま
た
そ
う
思

う
。
そ
う
だ
と
す

る
と

「
お

ほ
せ
さ
ふ

ら
ひ
き
」

ま
で
が
親
鸞

の

こ
と
ば

で
あ
ろ
う

。

(中
略

)

つ
ま
り

『歎
異
抄
』

の
第
三
段

は
、
法
然

の
こ
と
ば

を
そ
の
ま
ま
に

「善
人

な
を
も

て

往
生

を
と
ぐ

い
は
ん
や
悪

人
を
や
」
と
う
ち
出
し

て
、

そ
れ
に
た

い
す

る
世

間
常
識

の
反
論
を

あ
げ
、

そ
れ
が

こ
の
念
仏

の
論
理

に
よ
れ
ば
ま

っ
た
く
不

条
理

で
あ
る

こ
と
を
語
り
、
だ
か
ら
師

の
法
然
は
、
「善
人

だ
に
こ
そ
往
生
す

れ
、

ま
し

て
悪
人

は
」

と
仰

せ
ら
れ
た

の
だ
と
言
う

の
で
あ

る
。

そ
れ
を
結

語

の

一
部

の
み
を
、
直
接

法
か
ら
に
わ
か
に
間
接
法

に
か
え

て
、

そ
れ
を
親

鸞

の
仰

せ

に
読

み
か
え
よ
う
と

い
う

の
は
ハ

あ
ま
り

に
無
理
な

よ
み
方

で
あ

る
。

(
「法
然

の
言
葉
」
増
谷
文
雄
全
集
九
、
四

=

二
頁
)
。
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『歎
異
抄
』
第
三
章
に

つ
い
て

(紅

楳
)

一
七
六

と

「と
お
ほ
せ
さ
ふ
ら
ひ
き
」
と
あ
る
語
ま
で
が
親
鸞
の
言
葉
で
あ
る

と
主
張
し
、
そ
の
他
の
第
三
章

の
言
葉

は
す
べ
て
唯
円
が
親
鸞
か
ら
聞

い
た
法
然
の
言
葉
と
す
る
の
で
あ
る
。
も
し
こ
の
主
張
が
た
だ
し
け
れ

ば
、
第

三
章
の
冒
頭
の

「善
人
な
を
も
て
往
生
を
と
ぐ
い
は
ん
や
悪
人

を
や
」

の
文
だ
け
で
な
く
、
「と
お
ほ
せ
さ
ふ
ら
ひ
き
」
を
の
ぞ
く
第

三
章
の
文
全
部
が
法
然
の
言
葉
と

い
う

こ
と
に
な
る
の
で
、
第
三
章
を

悪
人
正
機
説
の
起
源
と
考
え
る
私
に
は
、
悪
人
正
機
説
の
始
祖
を
法
然

と
す
る
こ
と
に
何

の
異
論
も
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
唯
円
は

『歎
異
抄
』
の
序
文
に

「価

っ
て
故
親
鸞
聖
人
の
御
物
語
之
趣
耳

の
底

に
留
む

る
所
、
珈
か
之
を
注
す
」
(真
聖
全
二
の
七
七
三
)
と
述
べ
、
終

わ
り
に
は

「古
親
鸞
の
お
ほ
せ
ご
と
さ
ふ
ら
ひ
し
お
も
む
き
、
百
分
が

一
、
か
た
は
し
ぼ
か
り
を
も
お
も
ひ
い
で
ま
ひ
ら
せ
て
、
か
き
つ
け
さ

ふ
ら
ふ
な
り
」
(真
聖
全
二
の
七
九
三
)
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

あ
く
ま

で
も
親
鸞

の
言
葉
と
し
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
第
三
章
に
お

い
て

「
と
お
ほ
せ
さ
ふ
ら
ひ
き
」
は
唯
円
の
言
葉
と
み
、
そ
の
他
は
唯

　ま

円
が
親
鸞
か
ら
聞

い
た
親
鸞
の
言
葉
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

で
は
何
故
師
訓
十
章

の
中
で
第
三
章
と
第
十
章
と
が

「と
お
ほ
せ
さ
ふ

ら
ひ
き
」
て
終
わ
り
、
他
の
八
章
は

「と
云
云
」
で
終
わ
っ
て
い
る
か

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
了
祥
は

祖
語
十
章
の
中
に

「お
ほ
せ
ら
れ
き
」
と
止
め
た
の
は
、
第
十
章
と
今
此
の

第
三
章
ば
か
り
。
其
の
中
第
十
章
は
、
故
聖
人
の
御
物
語
を
挙
げ
終
る
仕
舞

ぢ
や
で

「お
ほ
せ
ら
れ
き
」
と
止
め
そ
う
な
も
の
な
れ
ど
も
、
此
の
第
三
章

に
、
殊
更

,「
お
ほ
せ
ら
れ
き
」

と
あ

ろ
う
筈
も
な

い
。

又
此
は
地

体
祖
語

ゆ

へ

「お
ほ
せ
ら
れ
き
」
と
宣

へ
ば
、
御
自
身

の
御
語

で
あ
ろ
う
筈

が
な

い
。
元

祖

の
御
語

を
出

さ
せ
ら
る
る
で

「お
ほ
せ
ら
れ
き
」

と
あ
る
様

な
、
依

て
此

の

「
お
ほ
せ
ら
れ
き
」

に
古
来

つ
か

へ
て
、
香
月
院

(深
励

)
も
ぐ

に
ゃ
ぐ

に
ゃ
と
し

て
お
か
れ
た
。
私

に
も
色
々
と
考
え

て
見

た
が
、

何
と
も
心
が
済

ま
な
ん
だ
処
、
此

は
夢

の
さ
め
た
如
く
、
十
章

の
中
前

の
三
章

は
安
心

の
訓

後

の
七
章
は
起
行

の
訓

と
、
安

心
起
行

の
分
れ

る
界

ぢ
ゃ

で
、
第

三
章
を
別

し

て

「
お
ほ
せ
ら
れ
き
」
と
止

め
た
も

の
と
見
え
る
と
、
此
義

は
決
択

。
(『
歎

異
鈔
聞
記
』
、
続
真
宗
大
系

二

一
の
九
八
)
。

と

述

べ

て

い

る
。

即

ち
第

十

章

は
故

聖

人

の
御

物

語

(師

訓
)

の
終

わ

り

だ

か

ら

わ

か

る
が

、

三

章

に

つ

い

て
は

色

々
考

え

た

と

あ

る
。

「元

祖

の
御

語

を

出

さ

せ

ら

る

る

で

〈
お

ほ

せ

ら

れ

き
〉

と

あ

る
様

な
、

と

あ

る

の
が

増

谷

氏

の
意

見

と

重

な

っ

て
興
味

深

い
。
了

祥

は

『
醍

醐

本

法

然

上

人

伝

記

』

の

「善

人

尚

以
往

生

況

悪

人

乎

」

と

あ

る
言

葉

に

つ

い

て

は
知

ら

な

か

っ
た

筈

で

あ

る

が

、

『
口
伝

鈔

』

の
法

然

か

ら

伝

え

　む

ら

れ
た

と

い
う
悪

人

正

機

を
示

す
言

葉

は
知

っ
て

い
た

の
で
あ

る
か

ら
、

あ

る

い
は
増

谷
氏

の
意

見

と

同

じ

こ
と

が
頭

を
過

ぎ

っ
た

か
も

知

れ

な

い
。
し
か

し
了

祥

は
第

三

章

の
文

は
親

鸞

の
言

葉

と

解

し

た

の

で
あ

る
。

こ
れ

は

正

し

い
見

解

だ

と

思

う

。

要

す

る

に
悪

人

正

機

説

は

親
鸞

の
言
葉

で
あ

る

『歎

異
抄

』

第

三

章

の
教

説

な

の

で
あ

る
。
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『
歎
異
抄
』
第

三
章

に

つ
い
て

(紅

楳
)

一
七
七

五
、
第
三
章
に
お
け
る
善
人
と
悪
人

親
鸞

の
人
間
の
見
方
は

一
般
的
に
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。

一
は

「
一
切
善
悪
凡
夫
人
」
(『正
信
偶
』、
真
聖
全
二
の
四
四
)
、

「老
少
善
悪
の
ひ
と
」

(『歎
異
抄
』、
真
聖
全
二
の
七
七
三
)
等
と
あ
る
人

間
に
は
善
人
も
あ
れ
ば
悪
人
も
あ
る
と
す
る
見
方
と
、
二
は

「
一
切
群

生
海
、
無
始
よ
り
己
来
、
乃
至
今
日
今
時
に
至
ま
で
、
稼
悪
汚
染
に
し

て
、
清
浄

の
心
無
く
、
虚
仮
詔
偽
に
し
て
、
真
実

の
心
な
し
」

(『教
行

信
証
』
「信
巻
」、
真
聖
全
二
の
五
九
)
等
と
あ
る

画
切
の
人
間
を
悪
人
と

す
る
見
方

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
第
三
章
に
お
け
る
善
人

・
悪
人
は
、
善

人
も
あ
れ
ぼ
悪
人
も
あ
る
と
す
る
見
方
で
は
あ
る
が
、
極
め
て
特
別
の

意
味
で
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
善
人
は

「自
力
作
善
の
ひ
と
」

で
あ
り
、
悪
人
と
は

「他
力
を
た
の
み
た
て
ま

つ
る
悪
人
」
と
あ
る
悪

人
の
こ
と

で
あ
る
。

上
述

の
よ
う
に
、
私
は
第
三
章
は
専
修
賢
善
計
に
対
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
中
心
は
善
鸞

鵡
派

の
自
力
念
仏
の
批
判
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

と
考
え

る
。、
そ
の
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
述
べ

ら
れ
て
い
る
善
人
で
あ
る

「自
力
作
善

の
ひ
と
」
と
は

し
か
れ
ど
も
、
自
力
の
こ
こ
ろ
を
ひ
る
が
え
し
て
、
他
力
を
た
の
み
た
て
ま

つ
れ
ば
真
実
報
土
の
往
生
を
と
ぐ
る
な
り

(真
聖
全
二
の
七
七
五
)

と
あ
る
ひ
と
の
こ
と
で
あ
り
、
唯
円

の
歎
異
し
た

「か
な
し
き
か
な
さ

い
は
い
に
念
仏
し
な
が
ら
、
直
ち
に
報
土
に
む
ま
れ
ず
し
て
辺
地
に
や

ど
を
と
ら
ん
こ
と
」

(真
聖
全
七
九
三
)
と
あ
る
自
力
真
門
念
仏

の
主
張

　め
　

者

の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
の
悪
人
に

つ
い
て
は
了
祥
が

悪
人
往
生
と
は
唯
わ
る
き
者
の
往
生
と
い
ふ
義
で
は
な
い
。
自
身
は
煩
悩
具

足
罪
悪
の
凡
夫
と
見
限
り
て
、
常
没
常
流
転
断
善
闡
提
の
如
く
、
更
に
出
離

の
縁
な
し
と
見
限
り
て
、
此
身
を
助
け
給
ふ
彌
陀
の
本
願
な
れ
ば
、
我
身
を

悪
と
捨
て
て
本
願
力
を
頼
む
、
是
を
悪
人
往
生
と
名
け
た
も
の
。
(中
略
)
我

身
を
悪
と
振
り
捨
て
た
る
機機
の
深
信
か
ら
悪
人
と
な
づ
け
た
も
の
な
り
。
(『歎

異
鈔
聞
記
』、
続
真
宗
大
系
二
一
の
九

一
)。

と
あ
る
。

「他
力
を
た
の
み
た
て
ま

つ
る
悪
人
」
と
あ
る
よ
う
に
親
鸞

が
自
分
の
信

の
う
え
で
の
実
感
を
語

っ
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
「機
の

深
信
か
ら
悪
人
と
な
づ
け
た
も
の
」
と
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
至
当
で

　む

あ
る
と
思
う
。

こ
の
よ
う
に
、
第
三
章
は
専
修
賢
善
計
に
対
し
て
の
言
葉

で
あ
り
、

と
く
に
自
力
真
門
念
仏
者

(善
人
)
に
対
し

「ひ
と

へ
に
他
力
を
た
の

む
こ
こ
ろ
か
け
た
る
あ
ひ
だ
、
彌
陀

の
本
願
に
あ
ら
ず
」
と
誠
し
め
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
善
人

(自
力
真
門
念
仏
者
)
の
真
実
報
土

の

往
生
を
は
っ
き
り
否
定
し
て
い
る
の
が
こ
の
第

三
章
な
の
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
念
仏

の
中
に
お
け
る
自
力

(真
門
)
・他
力

(弘
願
)

の
分
別
は
法
然
に
は
な
い
親
鸞
の
発
揮
な
の
で
あ
る
。
従

っ
て
冒
頭

の

「善
人
な
を
も
て
往
生
を
と
ぐ
い
は
ん
や
悪
人

を
や
」

の
語
そ
の
も
の

は
法
然
に
始
ま
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
あ
る
が
、
悪
人
正
機機
説

の
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異
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』
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三
章

に

つ
い
て

(紅

楳
)

一
七
八

起
源
と
み
る
べ
き

『歎
異
抄
』
の
第
三
章
の
内
容
は
は
ま
ぎ
れ
も
な
く

法
然
の
も

の
で
は
な
く
親
鸞
の
も
の
で
あ
り
、
教
説
な
の
で
あ
る
。

む
す
び

近
年
問
題
と
な
っ
て
い
る

「悪
人
正
機
説
」
の
始
祖
に
つ
い
て
の
私

見
を
述
べ
た
。
家
永
氏
の
指
摘

の
よ
う
に
悪
人
救
済
の
思
想
は
本
来
浄

土
教
に
内

在
し
て
い
た
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
浄
土
教
は
時
代
と
と

も
に
他
力
的
に
展
開
し
、
悪
人
救
済

の
思
想
も
深
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
大
き
く
展
開
し
た
の
が
法
然

の
念
仏

一
行
専
修

の
主
張

で
あ
っ

た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
自
ず
と
悪
人
救
済

の
思
想
も
大
き
な
展
開
が

あ
っ
た
こ
と
も
ま
た
事
実

で
あ
る
。
そ
し
て

「善
人
な
を
も
て
往
生
を

と
ぐ
い
は
ん
や
悪
人
を
や
」
の
言
葉
は
法
然
が
最
初

に
い
っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

し
か
し
四
字
熟
語
と
し
て
の

「悪
人
正
機
」
の
語
が
登
場
す

る
の
は
親
鸞
の
語
録
で
あ
る

『歎
異
抄
』
第
三
章
の
解
説
に
お
い
て
な

の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
章
に
お
け
る
悪
人
の
意
味
も
教
説
も
法
然
の

も
の
で
は
な
く
、
全
く
親
鸞

の
も
の
な
の
で
あ
る
。

　ゼ

以
上
に
よ
り
私
は
悪
人
正
機
説

の
始
祖
は
親
鸞

で
あ
る
と
考
え
る
。

尚
親
鸞
が
念
仏
と
誥
善
と
を
機
に
つ
い
て
比
校
対
論
し
た
二
機
対
の
中

(〈『教
行
信
証
』
「行
巻
」
、
真
聖
全
二
の
四

一
〉、
〈『愚
禿
鈔
』、
真
聖
全
二
の

四
六
〇
〉
)

に

「善
悪
対
」
を
設
け
、
悪
人
救
済
を
強
調
し
た
親
鸞
が

「自
力
作
善
の
ひ
と

(真
門
念
仏
者
を
含
む
)」
を
悪
機
と
し
、
弘
願
念

仏
者
で
あ
る

「他
力
を
た
の
み
た
て
ま

つ
る
悪
人
」
こ
そ
が
善
機
で
あ

る
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
法
然
に
は
未
だ
残
存
し
て
い
る

一
面

の
あ

る
善
正
傍
悪
的
要
素
が
完
全
に
払
拭
さ
れ
た
親
鸞
の
悪
人
正
…機
説
を
み

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

1

望
月
信
亨
氏

「醍
醐
本

法
然
上
人
伝
記

に

つ
い
て
」
(『
浄
土
教
之
研
究

』

九
五

一
頁
)
。

2

家
永

三
郎
氏

『中
世
仏
教

思
想
史
研
究
』

一
二
頁
。

3

こ
の
辺

の
こ
と

に

つ
い
て
は

『悪

人
正
機
説
』
第

二
章

醍
醐
本

『法
然

上
人
伝
記
』
に

つ
い
て
、
四
九
頁

以
下
。
『
法
然

の
言
葉

だ

っ
た

「善

人
な

お
も

て
往
生
を
と
ぐ

い
は
ん
や
悪
人

を
や
」
』
第
三
章
醍
醐
本

『
法
然
上
人

伝
記
』
、
七

一
頁

以
下

に
詳
論

さ
れ

て
い
る
。

4

『悪

人
正
機
説

』

一
三

一
頁

以
下

。
『
法
然

の
言
葉

だ

っ
た

「善

人
な
お

も
て
往
生
を
と
ぐ

い
は
ん
や
悪
人
を
や
」
』

一
五
五
頁
以
下
。

5

家
永

三
郎
氏

『中
世
仏
教

思
想
史

研
究
』

一
九
頁
。

6

浄
全
六

の
六

二
五

。
法
然

は

『
選
択

集
』
二
門
章

(真
聖
全

一
の
九

三
〇
)

に
、
元
暁

『遊

心
安
楽
道
』

云

「浄
土
宗
意
本

意
凡
夫
兼
為

聖
人
」

と
述

べ
て
い
る
。

7

梶
村
氏

『悪

人
正
機
説
』

=

五
頁
以
下

。
浄
土
宗
鎮
西
派
祖
弁
長
、
浄

土
宗
西

山
派
祖

証
空
と
親
鸞

は
同
じ
法
然
門
下

で
は
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ

教
説

は
異

な
る
も

の
で
あ

る
。
人
間
観
も
相
違

す
る
故
に
、
言
葉

は
近
似

し
て
い
て
も
悪

人
観

に
も

明
ら
か
な
相
違
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

石
田

充
之
氏

『
日
本

浄
土
教

の
研
究

』
第
三
篇
、

一
四
六
頁
以
下
。
拙
稿

「法

然
門
下

に
お
け

る
親
鸞

の
人
間
観

の
特
異
性
」
(印
仏
研
究
第

一
八

の

一
)。

8

寿
国

(
一
六
六
三

-

一
七

四
九
)

の

『歎
異
鈔
可
笑
記
』

(
一
七

四
〇
年

作
)
に

「善
人

タ

ニ
ト

ハ
約
二
大
悲

一ト
キ
為
二悪

人
正
機

一」
と
あ

る
が
、
こ

こ
に

「悪

人
正
機

」
と
あ

る
語
が
四
字
熟
語
と
し

て
使
用
さ
れ

た
も

の
か
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て
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楳
)

一
七
九

ど
う
か
は
不
明

で
あ
る

の
で
、

こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な

い
。

9

中

村

元
氏

『仏
教
語

大
辞
典
』

(縮
刷

版
)

二

一
頁
、

『岩
波
仏
教
辞

典

』
五
頁
、

の

「悪
人
正
機
」

の
項
。

ま
た
梶
村
氏
も
述

べ
て

い
る
よ
う

に
現
代
使

わ
れ

て
い
る
高
校

の
日
本

史

の
教
科
書

で
は
悪

人
正
機
説

の
説
明

に

『
歎
異

抄
』
第
三
章
が
引
用

さ

れ
、
始
祖
は
法
然
で
は
な
く
親
鸞

と
な

っ
て
い
る
。
(『
悪
人
正
機
説
』
、

一

頁

以
下
)
。

10

拙
稿

「了
祥
氏

の
誓
名
別
信
計

に

つ
い
て
の
疑
問
」
(相
愛
女
子
短
期
大

学
研
究
論
集
第

三
六
巻
、
平
成
元
年

三
月
)
。

11

『
歎
異
鈔
聞

記
』
、
続
真
宗
大
系

二

一
の

一
二
以
下
。

12

拙
稿

「親

鸞

に
お
け

る
真
門
念
仏

と
弘
願
念
仏

に

つ
い

て
の

一
試
論
」

(相
愛
女
子
短
期
大
学
研
究
論
集
第

四
〇

巻
、

一
九
九
三
年

三
月
)
、
六
頁

以
下
。
拙
著

『
浄
土
三
経
往
生
文
類

(広
本

)
講
讃

』
所
収
、
九
五
頁

以
下
。

13

第
三
章

の
文

に
つ
い
て
は
、
ど

の
部
分

が
親
鸞

の
言
葉

で
あ
る
か
、

ま

た
唯
円

の
言
葉
か
で
意
見
が
あ

る
が
、
親

鸞
か
ら
聞

い
た
言
葉

に
唯
円

が

故
意

に
自
分

の
言
葉
を
入

れ
る
こ
と
は
考

え
ら
れ
な

い
。

M

了
祥
は

『歎
異
鈔
聞
記
』

(続
真

宗
大
系

二

一
の
四
〉
に

『
口
伝
鈔
』

一

九

の

「善
人
な

お
も

て
往
生

す
い
か
北

い
億
ん
や
悪
人

を
や
と
い
う
べ
し

と
お

ほ
せ
ご
と
あ
り
き
」

の
文

を
引

用
し

て
い
る
。

15

藤

秀
〓
氏
も
、

「自
力
作
善

の
ひ
と
」
と
は
、
第
二
十
願

の
機

を
主

と

し

て
指
し

て
い
る
こ
と
が
推
察

さ
れ
る

の
で
あ

る
と
述

べ
ら
れ
て

い
る
。

(『
歎
異
鈔
講
讃
』
二
三
二
頁
)
。

『
教
行
信
証
』

「化
土
巻
」
真
門

釈
結
示

に
は

「凡

そ
大

小
聖
人
、

一
切

善
人
、
本
願

の
嘉
号
を
以

て
己

の
善

根
と
為
す
が
故

に
貸

信
を
生
ず

る
こ

と
能

は
ず
、
仏
智
を
了
ち
ず
」

(真
聖
全

二
の

一
六

五
)

と
あ
り
、

『
正
像

末
和
讃
』
誠
疑
讃

に
は

「罪
福

ふ
か

く
信

じ

つ
つ

善
本

修
習
す
る
ひ
と

は

疑
心

の
善
人
な
る
ゆ

へ
に

方
便
化
土

に
と
ま

る
な
り
」
(真
聖
全
二

の
五
二
四
)
等

と
あ
る
よ
う

に
、
親
鸞
自
身

の
著
作

の
中

に
も
自

力
真
門

念
仏

の
ひ
と
を
善
人
と

い
っ
て
と
こ
ろ
が
あ

る
。

16

悪
人

に

つ
い
て
、
社
会
的

・
身
分
的
意
味

が
あ

る
の
で
は
な

い
か
と

い

う
二
葉
憲

香
氏

(
『親
鸞

の
研
究
』

一.九
七
頁

以
下
)
を
代
表
と
す

る
意
見

が
あ

る
が
、
親
鸞

に
お
け
る
悪
人

と
は

『
歎
異
抄
』
第

三
章

に

「煩
悩
具

足

の
わ
れ
ら

は

い
つ
れ

の
行

に
て
も
生
死

を

は
な

る
る
こ
と
あ

る
べ
か
ら

ざ

る
を
、

あ
は
れ
み
た
ま
ひ
て
願

を
お

こ
し
た
ま

ふ
本
意
、

悪
人
成
仏

の

た
め
」
と

あ
る
。

い
つ
れ

の
行

に

て
も
生
死
を

は
な
れ
る
こ
と

の
で
き
な

い

「煩
悩
具

足

の
わ
れ
ら
」

の
こ
と
な

の
で
あ

る
か
ら
、

生
死

の
中

の
こ

と

の
み
を
考
慮
す

る
こ
の
意
見
に
は
賛
成

で
き
な

い
。

17

拙
著

『浄

土
真
宗

が
わ
か
る
本
』

(
一
九
九

四
年

一
二
月
刊
)
六

三
頁
以

下

に
も
法
然

と
親
鸞

の
悪
人
救
済

の
思
想

の
相
違
点

を
論

じ
、
悪
人
正
機

説

の
始
祖

は
親
鸞
と
す

べ
き

で
あ
る

こ
と
を
述

べ
た
。

〈キ
ー

ワ
ー
ド
〉

悪
人
正
機
、
歎

異
抄
、
法
然
、
親
鸞

(相
愛
女
子
短
期
大
学
教
授
)
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